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研究成果の概要（和文）：本研究ではB型肝炎ウイルス(HBV) の宿主細胞への感染に重要な侵入受容体NTCPおよ
びその共役因子EGFRによるHBV侵入制御機構を解析した。まず、HBVの細胞侵入はpreS1とNTCPの吸着、EGFRを介
したNTCP多量体化および内在化、エンドソーム輸送の順で進むことが示唆された。またこのダイナミクスを活性
化する外的リガンドを同定し、この刺激によって変動する細胞内輸送を解析した。この刺激の阻害薬処理によっ
てHBV感染が低下したことから、創薬標的になり得る経路を明らかにした。また長らく不明であったNTCPタンパ
ク質の構造を解明し、NTCP機能部位の一端を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the regulation mechanisms of hepatitis B virus (HBV) entry by an
 entry receptor, NTCP, and its cofactor EGFR. We found that HBV entry involves preS1-NTCP binding, 
NTCP oligomerization mediated by EGFR, and internalization followed by endosomal trafficking. We 
also identified a ligand that stimulated the intracellular virus dynamics. As the inhibitor of this 
dynamics impaired HBV infection, this pathway is expected to be a new drug target. Moreover, we 
solved the structure of NTCP protein and its functional sites that was essential for the regulation 
of HBV infection.

研究分野： HBV

キーワード： HBV

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、HBVの細胞侵入の制御メカニズムおよび感染宿主決定要因の一端を明らかにした。学術的に
は、この侵入制御機構は他のウイルスには見られないユニークなものであり、HBVの狭い宿主域を説明するメカ
ニズムと考えられる。また臨床的ニーズに対しては、これらの知見は新たな抗ウイルス薬や感染中和抗体の開発
に重要な情報を提供するものであり、今後の創薬研究において新たなアプローチの手がかりとして有用である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

B 型肝炎ウイルス(HBV) の宿主細胞への感染には侵入受容体である NTCP が必要であるが、

その受容体機能発揮メカニズムの全貌は不明であり、また NTCP だけでは HBV 侵入および細

胞の感染感受性を必ずしも説明できない。申請者らはこれまで、NTCP と相互作用し受容体

機能制御を担う受容体共役因子 EGFR を同定した。EGFR は HBV が NTCP を介して細胞表面に

吸着した後、この HBV/NTCP 複合体の細胞内取り込みを駆動する働きを有する。そこで本研

究ではこの受容体および共役因子に着目し、ウイルス侵入に関わる 1) 宿主因子、2) 時空

間動態、3) 外的環境要因の意義、4) 感染制御、を解析する。従来の分子生物学的解析に加

え化学遺伝学や数理解析、構造生物学を取り入れて、HBV をモデルに新たなウイルス伝播、

宿主選択性決定機序を示す。 

 

 

２．研究の目的 

B 型肝炎ウイルス（HBV）はヒトおよびチンパンジーなど限られた動物種の肝臓のみに感染

する極めて宿主域の狭いウイルスであり、いちど感染すると複製鋳型 cccDNA が核内で安定

的に維持され排除が困難となる。このような HBV を特徴付ける「宿主選択性」および「cccDNA

形成による持続感染」機序はほとんど明らかでなく、その理解には感染感受性および cccDNA

形成前段階を決定するウイルス侵入過程の解析が重要な課題となる。本研究の目的は、HBV

侵入を制御する 1) 分子、2) 動態、3)環境要因と宿主選択性、4)感染制御、の各側面を明

らかにすることである。特に、これまで HBV 侵入に必須な宿主受容体 NTCP に加えて、申請

者が 2019 年に同定した受容体共役因子 EGFR に着目して上記の点を解析する。申請者がこ

れまで培った HBV 培養技術と研究成果を土台に、HBV の細胞侵入メカニズムを総合的に明ら

かにする。 

 

 

３．研究の方法 

1) 宿主因子と HBV 侵入制御の分子メカニズム 

NTCP および EGFR による HBV 感染制御メカニズムを解析する。特に HBV 侵入を媒介する細胞

内イベントを制御する分子機構を解析し、タンパク質構造情報と機能の関連を明らかにす

る。 

2) 細胞内ウイルス動態の解析 

EGFR の細胞内輸送を変化させるリガンドを用い、これが HBV 動態をどのように変動させ、

その結果 HBV 感染がどう変化するかを解析する。これによって HBV 感染を決定する侵入細

胞内動態を明らかにする。 

3) 環境要因による HBV 侵入変動と、宿主感染感受性への意義 

さらに HBV 動態を変動させる環境リガンドをスクリーニングする。またその HBV 侵入シス

テムへの作用メカニズムを解析し、HBV 感染感受性決定を支配する細胞内輸送要因を明らか

にする。 

4) 感染制御戦略 

EGFR に対するチロシンキナーゼ阻害薬が HBV 感染にどのように影響するかを調べる。また



NTCP-EGFR を標的とする化合物を同定し、これが HBV 感染に与える影響を解析することによ

り、HBV 侵入制御経路の創薬標的としての有用性を解析する。 

以上の解析により、HBV 侵入システムにおける分子機構・ウイルス動態・環境要因との相互

作用を明らかにし、感染制御への有用性を検証する。 

 

 

４．研究成果 

1) 宿主因子と HBV 侵入制御の分子メカニズム  

分子ウイルス学的解析により、HBV の細胞侵入時には、まず HBV preS1 領域と NTCP の相互

作用の後、NTCP と相互作用する EGFR を介して NTCP 多量体化が促進され、それによって

HBV/NTCP/EGFR 複合体の内在化およびエンドソーム輸送が引き起こされることが示唆され

た。一方、構造生物学的な共同研究により、NTCP タンパク質のクライオ電子顕微鏡構造を

解明し、胆汁酸取り込みおよび HBV preS1 結合に関わる NTCP タンパク質内部位を明らかに

した。 

2) 細胞内ウイルス動態の解析 

EGFR 輸送活性を変化させる EGF 処理条件下では、EGFR のリン酸化を伴って HBV の内在化お

よび初期エンドソームへの輸送速度が上昇することが認められた。また共同研究で、HBV 輸

送を記述する数理モデルによって、細胞膜から初期および後期エンドソームへの経時的輸

送の定式化が可能となった。 

3) 環境要因による HBV 侵入変動と、宿主感染感受性への意義 

この HBV 動態を EGF よりも劇的に変化させるリガンドを同定した。このリガンドの存在下

では、定常時に比較して細胞膜から初期エンドソームへの平均移行速度が 10 倍以上に上昇

し、HBV 感染感受性も上昇した。また標的分子を共有する別のリガンドの中から、細胞膜か

ら初期エンドソームへの移行速度を同様に上昇させるが、HBV 感染を上昇させないものも同

定した。この二者を比較することによって、これらは初期エンドソームから後期エンドソー

ムへの移行が異なること、すなわち後期エンドソームへの移行が HBV 感染感受性を決定す

る要因であることが示唆された。 

4) 感染制御戦略 

チロシンキナーゼ阻害薬約 300 化合物から、HBV 感染を低下させる化合物群を同定し、

gefitinib よりも低濃度で HBV 感染低下作用を示す EGFR 阻害薬を得た。また一方で NTCP と

EGFR の相互作用を阻害する化合物を同定した。興味深いことにこれは前者とは異なり、EGFR

下流シグナルの活性化に影響を与えずに HBV 感染を選択的に阻害することが示された。 

以上のように、本研究では NTCP-EGFR による HBV 感染制御メカニズムおよび分子機序、これ

が介在する細胞内 HBV 輸送のダイナミクス、その定式化、これを標的とした感染阻害に関し

て総合的な知見を得た。これらの結果は、HBV の細胞侵入メカニズム、宿主選別機構を理解

する上で有用な情報を提供し、また新たな抗 HBV 薬の同定および最適化の指標にもなる成

果である。 
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Kakizoe Yusuke、Koizumi Yoshiki、Ikoma Yukino、Ohashi Hirofumi、Wakita Takaji、Iwami Shingo、
Watashi Koichi

18
 １．著者名



2021年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1128/JVI.01080-20

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sphingomyelin Is Essential for the Structure and Function of the Double-Membrane Vesicles in
Hepatitis C Virus RNA Replication Factories

J Virol 104925

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Gewaid H, Aoyagi H, Arita M, Watashi K, Suzuki R, Sakai S, Kumagai K, Yamaji T, Fukasawa M,
Kato F, Hishiki T, Mimata A, Sakamaki Y, Ichinose S, Hanada K, Muramatsu M, Wakita T, Aizaki H

94

10.1128/JVI.01080-20

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
MCPIP1 reduces HBV-RNA by targeting its epsilon structure

Scientific Reports 20763

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Li Yingfang、Que Lusheng、Fukano Kento、Koura Miki、Kitamura Kouichi、Zheng Xin、Kato
Takanobu、Aly Hussein Hassan、Watashi Koichi、Tsukuda Senko、Aizaki Hideki、Watanabe Noriyuki、
Sato Yuko、Suzuki Tadaki、Suzuki Hiroshi I.、Hosomichi Kazuyoshi、Kurachi Makoto、Wakae
Kousho、Muramatsu Masamichi

10

10.1038/s41598-020-77166-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Impact of Immune Reconstitution-Induced Hepatic Flare on Hepatitis B Surface Antigen Loss in
Hepatitis B Virus/Human Immunodeficiency Virus-1 Coinfected Patients

The Journal of Infectious Diseases 2080～2089

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Yoshikawa Shiori、Yoshio Sachiyo、Yoshida Yuichi、Tsutsui Yuriko、Kawai Hironari、Yamazoe
Taiji、Mori Taizo、Osawa Yosuke、Sugiyama Masaya、Iwamoto Masashi、Watashi Koichi、Kawaguchi
Takumi、Akita Tomoyuki、Tanaka Junko、Kikuchi Yoshimi、Mizokami Masashi、Oka Shinichi、Kanto
Tatsuya、Gatanaga Hiroyuki

223

10.1016/j.bbrc.2020.10.094

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identifying and repurposing antiviral drugs against severe acute respiratory syndrome
coronavirus 2 with in silico and in?vitro approaches

Biochemical and Biophysical Research Communications 137～144

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Watashi Koichi 538

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1371/journal.pbio.3000562

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
SIRT1 enhances hepatitis virus B transcription independent of hepatic autophagy

Biochem Biophys Res Commun 64-70

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yamai T, Hikita H, Fukuoka M, Fukutomi K, Murai K, Nakabori T, Yamada R, Miyakawa K, Watashi K,
Ryo A, Kodama T, Sakamori R, Tatsumi T, Takehara T

527
 １．著者名

10.1111/hepr.13552

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Screening siRNAs against host glycosylation pathways to develop novel antiviral agents against
hepatitis B virus

Hepatol Res 1128-1140

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ito K, Angata K, Kuno A, Okumura A, Sakamoto K, Inoue R, Morita N, Watashi K, Wakita T, Tanaka
Y, Sugiyama M, Mizokami M, Yoneda M, Narimatsu H

50
 １．著者名

10.1002/cam4.3357

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
EBV-LMP1 induces APOBEC3s and mitochondrial DNA hypermutation in nasopharyngeal cancer

Cancer Med 7663-7671

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Wakae K, Kondo S, Pham HT, Wakisaka N, Que L, Li Y, Zheng X, Fukano K, Kitamura K, Watashi K,
Aizaki H, Ueno T, Moriyama-Kita M, Ishikawa K, Nakanishi Y, Endo K, Muramatsu M, Yoshizaki T

9

10.1016/j.antiviral.2020.104925

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Hepatitis B virus biology and life cycle

Antiviral Res e1008866

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Tsukuda S, Watashi K 182

 １．著者名



2021年

2023年

2023年

2023年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
B型肝炎治療薬開発の動向

病原微生物検出情報 40-42

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
森田武志、渡士幸一 44

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
新興再興ウイルスに対する抗ウイルス薬開発のための連携体制構築

日本バイオセーフティ学会ニュースレター 15-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
渡士幸一 13

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
B型肝炎ウイルス受容体の構造

ウイルス 89-94

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
木村香菜子、渡士幸一 73

 １．著者名

10.1002/hep.31308

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
N-Terminal PreS1 Sequence Regulates Efficient Infection of Cell-Culture-Generated Hepatitis B
Virus

Hepatology 520-532

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Murayama A, Yamada N, Osaki Y, Shiina M, Aly HH, Iwamoto M, Tsukuda S, Watashi K, Matsuda M,
Suzuki R, Tanaka T, Moriishi K, Suzuki T, Nishitsuji H, Sugiyama M, Mizokami M, Shimotohno K,
Wakita T, Muramatsu M, Liang TJ, Kato T

73



2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
HBV培養細胞系を利用したウイルス侵入メカニズムの解析と創薬研究の進展

医学のあゆみ 243-246

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
塩野谷果歩、渡士幸一 281

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
C 型肝炎ウイルスや新型コロナウイルスの増殖を抑制する化合物の創製

BIO INDUSTRY 26-31

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
西内宏太、大橋啓史、山崎雅子、西岡華実、紙透伸治、渡士幸一、倉持幸司 39

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
変異株の中和抗体と抗ウイルス薬の感受性評価

病原微生物検出情報 279-280

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
赤澤大輔、森山彩野、渡士幸一、高橋宜聖 43

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
新型コロナウイルスの治療薬

インフルエンザ&#12316;その他の呼吸器感染症 189-194

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
河岡義裕、大曲貴夫、渡士幸一 23

 １．著者名



2021年

2021年

2020年

〔学会発表〕　計30件（うち招待講演　18件／うち国際学会　5件）

2023年

 ２．発表標題

肝炎等克服実用化研究事業公開報告会（招待講演）
 ３．学会等名

渡士幸一
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

B型肝炎ウイルスの細胞への入り口を遮断する -新たな治療の開発を目指して-

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
C型肝炎ウイルス研究のこれまでと今後の課題

ウイルス 129-134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
渡士幸一 70

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
COVID-19治療薬の探索

感染・炎症・免疫 64-66

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
渡士幸一 51

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)治療薬へのアプローチ

生体の科学 285-288

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
渡士幸一 72

 １．著者名



2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第22回Bio電顕セミナー（web）（招待講演）

第69回日本ウイルス学会学術集会

he 2nd France-Japan symposium on HIV/AIDS and Infectious Disease Basic Research（招待講演）（国際学会）

International HBV meeting (Paris)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

渡士幸一

Park JH, Iwamoto M, Oshima M, Muramatsu M, Wakita T, Watashi K, Park SY,

渡士幸一

渡士幸一

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Cryo-EM structure of NTCP and its implication in the HBV/HDV entry,

感染症創薬研究における顕微鏡解析について

Structure of liver-specific bile acid transporter NTCP/SLC10A1 and its significance in the hepatitis B and D virus
infection,

Hepatitis B virus entry and its application to drug development



2021年

2021年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

APASL 2022（招待講演）（国際学会）

第68回日本ウイルス学会学術集会

つくば会議2021（招待講演）

第19回富士フイルム和光純薬ウェブ受託セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

塩野谷果歩, 山崎　雅子, 岩波　翔也, 伊藤　悠介, 福士　秀悦, 大橋　啓史, 佐宗　若菜, 田中　智博, 青木 伸, 倉持　幸司, 岩見
真吾, 高橋　宜聖, 鈴木　忠樹, 村松　正道, 竹田　　誠, 脇田　隆字, 渡士　幸一

 ３．学会等名

渡士幸一

渡士幸一

渡士幸一

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

新興感染症に対する治療薬の探索

新型コロナウイルス感染症治療薬の探索と今後へ向けて

Recent progress in HBV entry

Mefloquine has a potent antiviral activity against severe acute respiratory syndrome coronavirus 2

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第68回日本ウイルス学会学術集会

第68回日本ウイルス学会学術集会

第68回日本ウイルス学会学術集会

第68回日本ウイルス学会学術集会
 ３．学会等名

Hirofumi Ohashi, Feng Wang, Frank Stappenbeck, Kana Tsuchimoto, Chisa Kobayashi, Wakana Saso, Michiyo Kataoka, Masako
Yamasaki, Kouji Kuramochi, Masamichi Muramatsu, Tadaki Suzuki, Camille Sureau, Makoto Takeda, Takaji Wakita, Farhad Parhami,
Koichi Watashi

Yamasaki M, Ohashi H, Nishiuchi K, Muramatsu M, Kamisuki S Kuramochi K, Watashi K,

岩本 将士, 柴田 ゆき野, 川崎 純菜, 小嶋 将平, Yung-Tsung Li, 岩見 真吾, 村松 正道, Hui-Lin Wu, 和多 和宏, 朝長 啓造, 渡士 幸
一, 堀江 真行

大嶋 美月、深野顕人、岩本 将士、若江 亨祥、相崎 英樹、倉持 幸司、村松 正道、脇田 隆字、渡士 幸一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Neoechinulin B and its derivatives, a potent antiviral agents against hepatitis C virus and severe acute respiratory
syndrome coronavirus 2.

新規デルタウイルスの同定と性状解析により明らかとなったデルタウイルス伝播戦略の多様性について.

Identification of an oxysterol derivative that inhibits HBV infection by interrupting NTCP oligomerization.,

Identification of novel oxysterol derivatives as RNA replication inhibitor for severe acute respiratory syndrome coronavirus
2.

 １．発表者名



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学工学会第87回年会

日本薬学会第142年会

第43回 日本分子生物学会年会

2021 International Meeting on Molecular Biology of Hepatitis B Viruses（国際学会）

Masashi Iwamoto, Yukino Shibata, Junna Kawasaki, Shohei Kojima, Yung-Tsung Li, Shingo Iwami, Masamichi Muramatsu, Hui-Lin
Wu, Kazuhiro Wada, Keizo Tomonaga, Koichi Watashi, Masayuki Horie

大嶋美月、大橋啓史、岩本将士、倉持幸司、渡士幸一

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Identification of avian and mammalian deltaviruses provides novel insights into evolution of helper-satellite relationship

新型コロナウイルス及びB型肝炎ウイルス感染実験系を用いた抗ウイルス材評価への応用

新規の作用によりB型肝炎ウイルス感染を阻害する酸化ステロール合成誘導体の同定

新型コロナウイルス感染細胞実験を用いたハイスループット化合物スクリーニング系の構築

 １．発表者名

 １．発表者名

大嶋 美月、深野顕人、岩本 将士、若江 亨祥、相崎 英樹、倉持 幸司、村松 正道、脇田 隆字、渡士 幸一

中嶋章悟、大橋啓史、竹田誠、渡士幸一



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

薬学教育協議会第15回有機化学系会議（招待講演）

 ３．学会等名

渡士幸一

渡士幸一

渡士幸一

渡士幸一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度第１回宮川庚子記念研究財団研修会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

COVID-19の創薬研究

新型コロナウイルス治療薬を求めて ~ウイルス感染実験スクリーニングの現場より~

B型肝炎ウイルス培養系を用いた阻害薬探索とウイルス学研究

新型コロナウイルス感染症治療薬探索研究の現場と、今後の課題

 １．発表者名

Selleck Web Seminar（招待講演）

日本薬学会第32回微生物シンポジウム（招待講演）



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

創薬薬理フォーラム第28回シンポジウム（招待講演）

情報計算化学生物学会2020年大会（招待講演）

日本動物実験代替法学会第33回大会（招待講演）

第11回スクリーニング学研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

渡士幸一

渡士幸一

渡士幸一

渡士幸一

 ４．発表年
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新型コロナウイルス感染実験からの増殖阻害薬の同定

COVID-19治療薬探索研究におけるin vitro/in silico評価系

新型コロナウイルス培養系を用いた化合物スクリーニングの実際

多分野共同研究による新型コロナウイルス治療薬探索・開発研究

 １．発表者名
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2020年

2020年

2022年

 ２．発表標題

日本ケミカルバイオロジー学会 産学連携委員会「ケミカルバイオロジーの技術革新（招待講演）

第58回日本肝臓学会総会

第29回バイオメディカル研究会「Withコロナ時代の創薬」（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

渡士幸一

渡士幸一

Koichi Watashi

渡士幸一

Italy-Japan approaches for tackling the Covid-19 pandemic: An update on novel vaccines and therapies（招待講演）（国際学会）

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ウイルス学実験と数理モデリングの併用による相乗的な解析力向上の一例

多分野共同研究による新型コロナウイルス治療薬の探索

Drug discovery against COVID-19 by in vitro and in silico approaches

アカデミアと企業の共同研究による新型コロナウイルス感染症治薬開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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第63回日本臨床ウイルス学会（東京）（招待講演）
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渡士幸一
 １．発表者名

 ４．発表年

ウイルス学を基軸とした抗ウイルス薬研究


